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会  議  録 

 

会  議  名 令和元年度第１回野田市人権施策推進協議会 

議題及び議題毎

の公開又は非公

開の別 

１ 会長及び副会長の選出について 

２ 人権教育・啓発に関する野田市行動計画の進捗状

況について 

３ 令和元年度第１回野田市人権施策推進協議会福祉

会館等部会の審議結果について（報告） 

４ 野田市人権施策推進協議会福祉会館等部会委員の

指名について 

５ 人権教育・啓発に関する野田市行動計画（第３次

改訂版）について（諮問） 

日     時 
令和元年７月３１日（水） 

午前１０時から午前１１時２５分まで 

場     所 市役所高層棟８階 大会議室 

出 席 委 員 名 

赤尾 和雅、  和子、上木 昭、小林 美都子、

小山 絹子、近藤 博雄、椎名 浩則、芝﨑 好伸、

白石 秀敏、鈴木 洋子、高橋 保、高橋 澄江、長

島 宏行、福田 昭治、松本 清、三ツ橋 淑子、山

本 由紀子、横川 しげ子、横張 政典、渡辺 隆    

欠 席 委 員 名 
荒木 なおみ、鈴木 隆一、山田 喜美子、三田 茂

男 

事 務 局 等 

鈴木 有（市長）、生嶋 浩幸（企画財政部次長

（兼）企画調整課長）小嶋 亮（人事課長補佐）、松

本 正明（営繕課長）、宇田川 克巳（自然経済推進

部次長（兼）商工観光課長）、富山 芳則（保健福祉

部次長（兼）生活支援課長）、小林 智彦（障がい者

支援課長）、大月 聡（高齢者支援課長）、安藤 剛

行（介護保険課長（兼）地域包括支援センター長）、

中代 英夫（保健センター長）、小林 利行（児童家

庭課長）、須田 光浩（児童家庭部主幹（兼）児童虐

待再発防止担当）、鈴木 和則（保育課長）、川野 

尚武（生涯学習課長）、峯崎 光春（生涯学習課長補

佐）、高林 雅行（生涯学習課生涯学習振興係長）、

小田 芳司（青少年課長補佐）、古関 秀章（興風図

書館長補佐（兼）図書サービス係長）、金子 寿一

（指導課長補佐（兼）庶務係長）、宮嶋 理恵（指導

課指導主事）、  卓哉（人権・男女共同参画推進

課長）、広仲 真（人権・男女共同参画推進課主幹
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（兼）七光台会館長）、鈴木 和子（人権・男女共

同参画推進課長補佐(兼)啓発係長）、松崎 一行（谷

吉会館長）、富澤 充（関宿会館長）、前田 慶次郎

（人権・男女共同参画推進課主査） 

傍  聴  者  ２名 

議     事 
第１回野田市人権施策推進協議会の会議結果（概

要）は、次のとおりである。 

人権・男女

共同参画推

進課長 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

人権・男女

共同参画推

進課長 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

近 藤 委 員 

 

 

 

市 長 

 

鈴 木 委 員 

 

 

 

市 長 

令和元年度第１回野田市人権施策推進協議会を開会する。本

日配布の資料を確認する。 

会議の公開及び傍聴、会議資料及び会議録の公開について説

明する。会議録作成のため録音機を使用すること、過去の審議

会において、会議録における発言委員の氏名の公表、会議資

料・会議録・委員名簿（氏名のみ）のホームページ公開が決定

していることについて了承していただく。 

 

市長の挨拶を求める。 

 

＜挨拶＞ 

 

席次順に委員の紹介と、欠席委員の紹介を行う。 

委嘱書を白石委員に代表して交付。他の委員は委嘱書の配付

により交付に代える。 

会議の成立について報告する。 

議事に当たり会長の選出を行うため、仮議長を市長に依頼す

る。 

会議の傍聴について報告する。 

 

会長の選出について、条例の定めにより、委員の互選による

とあるため、委員の意見を伺う。 

 

指名推薦ではいかがか。 

 

＜異議無しの声＞ 

  

 委員の推薦を伺う。 

 

渡辺委員を推薦する。 

 

＜異議無しの声＞ 

 

 渡辺委員を会長に決定し、仮議長を降りる。 
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人権・男女

共同参画推

進課長 

 

渡 辺 会 長 

 

 

 

近 藤 委 員 

 

 

 

渡 辺 会 長 

 

鈴 木 委 員 

 

 

 

渡 辺 会 長 

 

横川副会長 

 

渡 辺 会 長 

 

 

 

渡 辺 会 長 

 

 

人権・男女

共同参画推

進課長 

 

 

 

渡 辺 会 長 

 

 

 

 

人権・男女

 

 渡辺委員に挨拶を求める。 

 

 

 

＜挨拶＞ 

 副会長の選出について、条例の定めにより、委員の互選によ

るとあるため、委員の意見を伺う。 

 

 指名推薦ではいかがか。 

 

＜異議無しの声＞ 

 

 委員の推薦を伺う。 

 

 横川委員を推薦する。 

 

＜異議無しの声＞ 

 

 横川委員を副会長に決定し、挨拶を求める。 

 

＜挨拶＞ 

 

 当局からの申出により、議題（５）の諮問を先に行う。 

 

＜市長から会長へ諮問する＞ 

 

事務局に、諮問書の写しの配付を依頼する。 

年度内の答申について、各委員に協力を求める。 

 

市長は公務により退席することを報告する。 

 

 

 

＜市長退席＞ 

 

議題２ 人権教育・啓発に関する野田市行動計画の進捗状況等

について 

 人権教育・啓発に関する野田市行動計画の進捗状況等につい

て事務局に説明を求める。 

 

＜資料に基づき、人権教育・啓発に関する野田市行動計画の進
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共同参画推

進課長補佐 

 

渡 辺 会 長 

 

 

上 木 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者支

援課長 

 

 

 

 

 

 

上 木 委 員 

 

 

 

渡 辺 会 長 

 

 

 

渡 辺 会 長 

 

 

 

 

渡 辺 会 長 

 

 

 

捗状況等を説明＞ 

 

 

人権教育・啓発に関する野田市行動計画の進捗状況等につい

て質疑及び意見を求める。 

 

選挙公報や市報は、ＣＤにして送ってきていただいている

が、それ以外の必要なもの、例えば国民健康の保険証が送られ

てきていても、何が来ているか分からず市に戻ってしまうこと

があると相談を受けている。直近に市からこういう書類が送ら

れるということを、事前に知らせてもらえれば、会員たちに連

絡する、ＣＤに録音してもらうなど対応できるようになる。私

たちも対応するので、市でも（障がい者に連絡する）システム

を構築してほしいと思う。また、点字を使ったり、なるべく大

きな文字にするなど、普段から気を付けてほしい。このような

ことを検討してほしい。 

 

ただ今の御意見で、１点は市報や選挙公報の音訳点訳のこと

だと思うが、障がい者支援課では、市報は月２回必要な方に点

字と音のＣＤを発行している。２点目について、障がい者支援

課で送付する通知は点字を入れるなどの対応をしているが、委

員の意見の内容は市全体で考えていくべきことで、全ての通知

に点字をつけることは物理的に困難なので、全庁的に確認し、

必要とする情報が確実に届くような施策を検討していく。 

 

緊急や、締切まで差し迫っている等の事情があれば、私たち

から対象者に連絡することも可能なので、情報が遅れる、手続

が遅れるということがないようにしてほしい。 

 

ほかに質問、意見等はないか。 

 

＜質問等無し＞ 

 

議題２「人権教育・啓発に関する野田市行動計画の進捗状況

等について」を了承することについて、異議はないか。 

 

＜異議無しの声＞ 

 

議題３ 令和元年度第１回野田市人権施策推進協議会福祉会館

等部会の審議結果について（報告）について 

 令和元年度第１回野田市人権施策推進協議会福祉会館等部会

の審議結果について、松本前部会長に報告を求める。 
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松 本 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七光台会館

長 

 

 

松 本 委 員 

 

 

渡 辺 会 長 

 

 

 

 

渡 辺 会 長 

 

 

 

 

 

渡 辺 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、令和元年６月５日市役所５階会議室において開催

しました、令和元年度第１回野田市人権施策推進協議会福祉会

館等部会について、御報告します。 

福祉会館等部会には、８名の委員が出席しました。 

部会の議事ですが、平成３０年度福祉会館事業及び予算執行

状況について、各館長から報告、説明があり、了承されまし

た。 

次に、平成３０年度集会所の利用状況及び予算執行状況につ

いて、生涯学習課長から報告、説明があり、了承されました。 

また、令和元年度福祉会館事業計画及び予算につきまして、

各館長から説明があり、了承されました。 

次に、令和元年度集会所予算について、生涯学習課長から説

明があり、了承されました。 

なお、福祉会館等部会の資料の内容につきまして、事務局か

ら説明します。 

 

＜資料２「令和元年度第１回野田市人権施策推進協議会福祉会

館等部会資料」により、福祉会館及び集会所の総括について説

明する。＞ 

 

以上で、令和元年度第１回福祉会館等部会の資料の説明を終

わります。 

 

令和元年度第１回野田市人権施策推進協議会福祉会館等部会

の審議結果について質疑及び意見を求める。 

 

＜質問等無し＞ 

 

議題３「令和元年度第１回野田市人権施策推進協議会福祉会

館等部会の審議結果について（報告）」を了承することについ

て、異議はないか。 

 

＜異議無しの声＞ 

 

議題４「野田市人権施策推進協議会福祉会館等部会委員の指

名について」を議題とする。 

部会委員について、条例の定めにより、会長の指名によると

あるため、委員の意見を伺う。 

 

＜異議無しの声＞ 
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渡 辺 会 長 

 

 

 

 

 

 

渡 辺 会 長 

 

 

 

人権・男女

共同参画推

進課長 

 

渡 辺 会 長 

 

 

小 林 委 員 

 

 

 

 

 

渡 辺 会 長 

 

 

人権・男女

共同参画推

進課長 

 

渡 辺 会 長 

 

 

赤 尾 委 員 

 

 

 

人権・男女

共同参画推

進課長 

 

配付した委員名簿のとおり、赤尾委員、小山委員、芝﨑委

員、白石委員、高橋委員、福田委員、山田委員、横張委員を指

名する。 

指名された福祉会館等部会員に、本協議会終了後、部会を開

催し、部会長、副部会長の選出を求める。 

 

議題５ 人権教育・啓発に関する野田市行動計画第３次改訂版

について 

 人権教育・啓発に関する野田市行動計画第３次改訂版につい

て事務局に説明を求める。 

 

＜資料に基づき、人権教育・啓発に関する野田市行動計画第３

次改訂版を説明＞ 

 

 

人権教育・啓発に関する野田市行動計画第３次改訂版につい

て質疑及び意見を求める。 

 

 質問ではないが、資料１０ページの「外国人の人権につい

て」で、前回と今回のアンケート結果を比較して、「日本人の

外国人への配慮が足りていないと感じている回答が増えてい

る」という分析だが、アンケートが届いても回答できる外国人

はほんの一部なので、実情とは差があると思う。 

 

 アンケート結果と実情とは、少し差があるのではないかとい

う御意見ですね。 

 

 ただ今の御意見を受けて、作業を進めます。 

 

  

  

見直しに当たり、こういう考え方を取り入れた方が良いとい

う意見を併せて求める。 

 

 資料９ページ、６番の同和問題で、部落差別などを知ってい

るかの質問に、「知っている」と回答した方がかなりいるが、

どういうことを知っているのかという調査を行っているか。 

 

回答内容の把握分析は行っていません。 
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赤 尾 委 員 

 

人権・男女

共同参画推

進課長 

 

渡 辺 会 長 

 

 

赤 尾 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七光台会館

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 木 委 員 

 

 

 

その予定はあるのか。 

 

予定はありません。 

 

 

 

前回の会議で、アンケート項目を決定しているが、その内容

や分析まではしていない。 

 

分析していないのでは、意味がない。私は、関宿の西町の支

部長で、千葉県連の執行委員でもある。同和教育、同和問題に

ついて、市はどこまで把握しているのか。単にアンケートを取

りましたではなく、もっと突っ込んだことをしてもらいたい。

西町の集会所で、小学生中学生相手に同推教員、野田市３名、

流山市１名の４名で学習会を開いています。このようなことを

やっていることを市が知っているのか、知りたい。私も東葛同

研の教員と共にその学習会に参加しているが、やっていること

は知っているようだが、行政が来たことは一度もない。今まで

１５年間、野田市は同和行政はないものとし、私たちが交渉を

要望しても受け付けてくれなかった。市長さんが変わって、受

け付けてもらえるようになったが、進捗状況はどうか。全然進

んでいません。私たちは少数派、マイノリティなんです。だか

ら、皆さんに助けてもらいたいという意識が強い。ただ助けて

くれということではなく、自分たちの主張を通させてほしいと

いうことで無理を言うつもりではない。これに伴って、もう少

し突っ込んだ話をしてほしいという要望です。 

 

アンケート結果について、資料に載せたのは抜粋で、解決に

向けてどういうことが必要か、差別の現状、今現在の差別の実

態ということについて、別に質問している。 

先ほど課長が、同和問題を知っているかの回答について分析

していないと説明したが、差別があるかどうか、同和問題をど

うしていきたいということについて、質問し、分析してまとめ

てある。同和問題について、全てアンケートで網羅できるわけ

ではないが、この割合だけでアンケートを終わらせるというわ

けではなく、今後どうしていこうかということでアンケート結

果の分析を行う。 

 

虐待に関しては市が努力していろいろやっており、進んでい

る感じはしているが、いじめのことで、最近センセーショナル

な報道がされたが、その結果は全然出てこない。野田市で子ど

もが自殺したということが、１０日位たってから、マスコミ発
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渡 辺 会 長 

 

 

上 木 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三ツ橋委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権・男女

共同参画推

表されている。いじめについてどういう形で取り組んでいくの

か、虐待と同じように取り組んでいかないと、また同じような

ことが起きると思うし、いじめの中にもかなり悲惨なことが起

きているというのも現実だと思います。子供たちへのアンケー

トとかいろいろな取組が始まっていると思うが、教師と子供た

ちとの信頼関係がある中でやっていかないと、その原因、どう

いう形で亡くなったか本当のところが分からないまま、センセ

ーショナルな取り上げ方だけでその結果は分からないままとい

うことにならないように、学校や教育委員会で、ちゃんと取り

組んでもらいたいと思う。虐待だけじゃなくて、そこら辺につ

いても、子供に寄り添ったような形でやっていかないといろい

ろ見えてこないと思う。そういうようなことを特に今回感じ

た。 

 

いじめについても虐待と同様に扱ってほしいという御意見と

いうことでよいか。 

 

現実に亡くなった方がいるわけだから、今後どういうふうな

取組をしていくのか、ちゃんとやっていただきたいなと思う。

ただセンセーショナルに取り上げるだけでなく、この件の解決

とか、実際どうなったのか、市はちゃんと調べていく責任があ

ると思う。本当に子供の中でいじめがあったのか、ちゃんと検

証していく必要があると思う。検証で、経過が実際にはどうだ

ったのか、ニュースにならず、忘れられていってしまう、虐待

だけじゃなくて、同じような位置付けでちゃんと取り組んでい

かないと、また同じようなことが起きても、センセーショナル

に取り上げられるだけで変わらないという不幸が続くって形に

なると思う。そのようなことがないように、しっかりとやって

いただきたい。 

 

資料９ページ、「子どもの人権について」ですが、アンケー

トの対象が、住民基本台帳による無作為、市内在住１８歳以上

とあるので、小学生中学生といった子供には別にアンケートを

取っているのかということが気になった。もう１点、資料８ペ

ージ、問１１「ドメスティック・バイオレンスの経験」で、

「ありません」の回答が８８．５％とある。こちらは、世間一

般の認識より低く感じるが、ほかにパワーハラスメントやセク

シャルハラスメントについて具体的にアンケートを取られたの

かという点についてお聴かせください。 

 

資料の調査は１８歳以上の市民を対象にしている。小学生中

学生については、教育委員会で７月１日に市内の全校生徒を対
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進課長 

 

 

 

 

 

 

 

長 島 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権・男女

共同参画推

進課長 
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渡 辺 会 長 

象にアンケートを実施しているので、御意見の内容を教育委員

会に伝え、次の計画に反映いたします。二つ目の質問で、野田

市の傾向はアンケートの結果になりますが、全国的には３分の

１の方が（ＤＶの）経験があると回答しており、８８．５％は

確かに低い数字です。周知啓発が足りないのか、本当に(ＤＶ

が)発生していないのか分析します。それも踏まえて次期計画

を検討します。 

 

今回アンケートを取った目的は、（次期計画に）この結果を

反映させて見直しを行うためだと思うが、次回（審議会で）出

てくる見直し案で、どういうふうにアンケート結果を捉えて、

どういうふうに反映させたのか、次回説明を求める。同時に、

子供のいじめ問題について、教育委員会が行ったアンケート結

果を次の行動計画に反映させるのであれば、結果を見せていた

だき、それがこのように反映されたということが理解できるの

で、是非お願いしたい。 

 

人権に関する市民意識調査は、今回の計画の見直しに反映さ

せることを目的に実施するとして、（前回の審議会で）決定し

調査を行った。２点目のいじめの問題は、委員の意見、及び学

校でのアンケートやその結果を、どのように反映していくか、

結果が出せるかについて教育委員会に伝える。 

 

事務局には、委員からの意見等を反映させた考え方を取り入

れて（素案を）作成してほしい。 

本日の審議案件は以上となるが、事務局から何かあるか。 

 

第２回の人権施策推進協議会は１０月に予定している。日程

が決まり次第連絡する。 

この後、福祉会館等部会を開催するので、先ほど会長から指

名された福祉会館等部会の委員は、この場に残ってほしい。 

 

午前１１時２５分、閉会を宣言した。 

 


